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個 に 応 じ た指導を行 う場合 ， 学習者同士 の

学び合い ・教え合い と い う方略が ある．こ の

方 略に っ い て ， 小 中学校 にお ける報告は 多数

見 られ るが，高等学校 にお け る報皆 は見 られ

ない ．そ こ で 本研 究で は ， 高等専門学校に お

ける物理の 授業で ， 問題演習に グル ープ で 取

り組ん だ ときの 学び合い の 有効性に つ い て 明

らか にす るこ とを 目的 とする ．高等専門学校

は 5 年間
一

貫教育を行 うた め高等学校 とは異

な る教育機関で あ るが，その 低学年 にお ける

理 科教育は高等学校 と変わ らな い とい っ て よ

い ．そ こ で
，

こ こ で得 られる知見は ， 高等学

校 に も適用 で き る と考え て い る．

（表 2 ， p＝ ．039，
　 p〈．05）． リン ク数 で 変容学

生数 は実験群の 方が 多い と い え る結果を得た．

闘題 演習にお ける グル ープ で の 学び合い は，

学生が相互 関係を考察す る上 で効果的に機能

す るもの と考 え られ る．

表 1 実験群と統制群の ラ ベ ル 数の比較 （人）

実 験 群

統 制 群

増加 学生 数
　 　 63

　 　 54

非増加 学生数

　 　 14
　 　 25

表 2　爽験群と統制群の リ ン ク数の 比較 （人）

実 験 群

統 制 群

増 加 学 生数

　 　 59

　 　 48

非 増加 学 生

　 　 18

　 　 31

　 2． 研究方法

　調査 は ， 2 学年 4 ク ラス に対す る物理の 授業

（単元 「仕事，m ネル ギー
， 運動量」， 全 20

時間）で 実施 した （2005．12〜2006 ，2）．4 ク ラ

ス の うち 2 クラ ス は実験群と し，3，4 人の グル

ープ に よる演習 を 3 回実施 した．他の 2 ク ラ

ス は統制群 とし ， 演習は通常の
一
斉授業の 中

で 実施 した．

　学習効巣 を学習前後 に作成 させ た概 念地図

に よ っ て 評価 し た ．そ して ， 学習後 に概念地

図 の ラベ ル 数 ， リン ク数 が増加 した学生 を 囎
加 学生 」， それ以外の 学生を 「非増加学生 J と

し ， 実験群 と統制群 の 間で増加学生 と非増加

学 生 に つ い て 2 × 2 の ク ロ ス 表 を作成 し，
Fisher の 直接確率計算に よ っ て 出現確率を求

めた ．また ， 実験群 1 ク ラ ス につ い て ，学習

初期，中期，終期で グル ープ 演習中の 発話 を

記録 し，そ の 内容 を基 に 7 つ の カ テ ゴ リ
ー

に

分けて分析 した．

　3． 結 果 と考察
3．1　概念地図に よる評価

　Fisherの 直接確率計算（両側検定）の 結果 ，

ラベ ル 数に つ い て は 5％水準で統計的に有意
差は認 め られ なか っ た （表 1

， Pt．065 ，
　 ns ）

が ， リ ン ク数 につ い て は有意差が認め られ た

3、2 発話記録によ る評価

　図 1 は，各カテ ゴ リー
の 初期，中期，終期

の ク ラ ス 全体の発話数 の 割合を示 して い る．

グ ル ープ演習を重ね る毎に解説型 の 発 話が減

り ， 確認型の 発話 が増え て い る．学び合い に

よ る コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 促進 が リア ル タイ

ム で 相互 に確認 させ る行為を促すもの と考え

られ る．
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図 1 各カテ ゴリーの 発話数の 変化

　 4．　 あ とが き

　本報告で は ， 高等専門学校低学年物理の 授

業で も ， グル ープ演習が教育効果を期待で き
る こ とを概念地図 の 分析に よっ て 示 した ．し

か し
， 本報告で の 発話記録 の 分析で は 全体の

傾向を示 したにす ぎない ．実際に どれ ほ どの

学び 合い ・教 え合い が 行われ た の か ，プ ロ ト

＝ ル を詳細に分析 しなけれ ばな らない ．これ

は今後の 課題 で ある。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


